
平成30年度研究開発成果概要図 （目標・成果と今後の研究計画）

２．研究開発の目標

３．研究開発の成果

１．研究課題・受託者・研究開発期間・研究開発予算
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様式1-4-3 (2019-1)

◆研究開発課題名：多言語音声翻訳高度化のためのディープラーニング技術の研究開発
◆副題 ：深層学習によるマルチモーダル文脈理解と機械翻訳の高度化

◆実施機関 ：東京工業大学、東京大学、愛媛大学、日本放送協会、NHKエンジニアリングシステム、（株）時事通信社
◆研究開発期間 ：平成30年～平成32年（3年間）
◆研究開発予算 ：総額780百万円（平成30年度300百万円）

採択番号： 19701

研究開発成果：ビジネスシーン日英対話対訳コーパスの構築
• 44,800文のビジネスシーン対話対訳コーパスを構築（最終的に10

万文規模のコーパスを構築予定）

• 日本語でシナリオを作成し英語に翻訳した対話事例と、その逆方
向による対話事例を半数ずつ作成することで、多様な対話を収録

• シーン情報付きの日英対話対訳コーパスは世界初
• さらに、既存の英語会話約60,000文を日本語へ翻訳

研究開発成果：1文前を考慮する既存翻訳手法の有効性検証
• 新聞記事の英日翻訳における有効性検証と、文脈を要する翻訳

事例のテストセットを構築した上で有効性を検証
• それぞれ、自動評価スコアで有効性を確認できたものの、1文より

も前の文脈を考慮する手法の必要性が明らかになった

• 今後は、前の文の情報を全て使うのではなく、保持すべき情報だ
けを適切に残す新たな翻訳モデルの開発を目指す

研究開発成果：訳語の一貫性を保持する技術の開発
• 一貫性を保持するために、何文前までの文脈情報を保持すべき

か事前調査を行なった
• 調査の結果、照応関係にある先行詞の3割から4割ほどが、2文以

上前に出現することが判明した
• 今後は、遠い文脈情報も利用可能な翻訳モデルの開発を目指す

①インテリジェント翻訳技術の研究開発
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大規模な対話・対訳コーパス、文脈理解技術、シーン画像認識技術を開発し、それらを深層学習の枠組みで統合することで、マルチモーダルな文脈理解、および
対話やニュースに対応した高度な機械翻訳の基盤技術を確立する。ニュース記事の日英翻訳において80%の翻訳成功率、対話・雑談の翻訳において
70%の翻訳成功率を達成し、ニュース配信の実務や音声翻訳アプリにおいて実証実験を行う。
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研究開発成果：ニュース記事コーパス整備
• ひらがなタイムズ 日英コーパス 23万文対購入
• 読売新聞 日英ニュースコーパス 77万文対購入
• 時事通信社日英ニュース対応付け 41万文対構築
• 時事通信社日英人手翻訳 20万文対構築
• 朝日新聞 見出し生成用データ180万事例購入
• 時事通信社見出し生成用データ 415万事例
• 時事通信社短文要約用データ21万事例構築

研究開発成果：ニュース記事翻訳システム試作
• 既存手法よりも高い翻訳精度を達成

• 訳抜け、誤訳、重複訳、文脈処理（省略補完、用語統一など）の新
しい研究課題を認識

研究開発成果：ニュース記事要約文生成
• 英語の従来研究と同程度の性能を達成
• 要約長制御、含めるべき情報の制御、矛盾の回避等の研究課題

②新語・新トピックへの即時対応技術
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研究開発成果：マルチモーダル日英対訳コーパス
• 仕様策定を行い、63,566文の対訳文作成（翻訳）作業を完了
• 日英のマルチモーダル対訳コーパスは世界初

• 画像領域と語句の対応情報付き(世界初)
• 今後もデータ作成を進め、最終的に10万文規模のコーパスを

完成させる (既存の類似コーパスより一桁大)

研究開発成果：シーン画像認識手法の開発
• ベースライン（既存の最新手法）の実装完了
• 既存手法の評価完了（100シーンの識別精度が64.8%）
• 既存手法の課題抽出（詳細画像識別の必要性）
• 新規手法の立案および開発に着手（100シーンの識別精度80%以

上を目指す）

研究開発成果：マルチモーダル翻訳手法
• ベースラインとなる機械翻訳システムの試作と評価を完了
• 画像情報を用いることによる翻訳精度の向上を確認

③マルチモーダル翻訳技術の研究開発

(3-1) マルチモーダル日英対訳コーパスの作成

(3-2) 機械翻訳のためのシーン画像認識手法の開発

(3-3) マルチモーダル翻訳手法の開発
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テキストに加え画像情報を入力として用いる機械翻訳技術
• 画像へのグラウンディングに基づく翻訳精度向上
• 曖昧性解消、シーンの理解、翻訳過程の可視化
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４．特許出願、論文発表等、及びトピックス

国内出願 外国出願 研究論文 その他研究発表
プレスリリース

報道
展示会 標準化提案

1
( 1 )

0
( 0 )

1
( 1 )

20
( 20 )

1
( 1 )

0
( 0 )

0
( 0 )

※成果数は累計件数、（ ）内は当該年度の件数です。

５．今後の研究開発計画

平成30年度までに、日英対話対訳コーパス、日英ニュース対訳コーパス、ニュース要約コーパス、マルチモーダル日英対訳コーパスなど、前例のないタスク設

定や規模のデータの構築に着手した。また、文脈を考慮した機械翻訳、ニュース対応機械翻訳、ニュース自動要約、マルチモーダル機械翻訳の予備実験を実施
した。令和１年度以降は、これらの予備実験の結果の分析を進めるながら、利用価値の高いコーパスの構築を継続する。なお、本研究で構築したコーパスは、研
究期間終了後も可能な限り研究コミュニティに還元できるように、仕組みの構築や利用方法を検討する。

さらに、本委託研究で構築したデータを活用し、文脈を考慮した機械翻訳、ニュースなどの長文に対応した翻訳・要約、マルチモーダル機械翻訳などで世界に
先駆けた研究を展開する。ジャーナルや難関国際会議での積極的な対外発表を目指すだけでなく、ウェブサービス（API）として産業界にも公開することで、産学
の両方に対して研究成果を展開する。また、時事通信社での実証実験（新聞記事の翻訳，見出し生成など）を通して、本研究の成果の検証を行う。
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